
○　本校の概要 令和8年3月26日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
60％
未満

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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３：
70％
以上

1

２：
60％
以上

1

1

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④児童主体の学びや学習活動の振り返り
を通して、自ら学びを調整しようとする児童
の育成を図っている。

2

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

2

Ｄ

⑤体育の授業や休み時間などを通して、児
童の運動習慣の確立を図っている。

3

2

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

1

2

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「休み
時間などに体
を動かしてい
る」、
保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、児童の体
力向上を目指
した取り組みを
展開している」
の質問に、肯
定的な回答を
した割合８０％

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな
価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

2

④生活科や総合的な学習の時間及び、お
おたの未来づくりを中心に、児童が地域の
良さを実感できるような地域の特色を生か
した教育活動を積極的に取り入れている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

４：
80％
以上

5

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

成果
評価

令和７年度　大田区立新宿小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数259名（全12学級）、教職員（校長・副校長各１、主幹教諭2、主任教諭4、教諭8、養護教諭１、臨時任用教諭1名）事務１、講師4、主事２ほか
・目指す学校像：「共に生きる」…他者と協働し、助け合うことの大切さを学ぶ。　　 「自立する」…自分を知り、大切にする。自分で学びの計画を立て、責任をもつ。　　「社会に目を向ける」…社会に一員として、地域を大切にし、すすんで地域と関わる。
・校内研究テーマ：「自ら学びを調整しながら、資質・能力をはぐくむ児童の育成」 に向けて、個別最適な学びや協働的な学びの一体的な充実と、ICTの効果的な活用を図る。
・大田区漢字検定や東京ベーシックドリル、AIドリル及び「漢字チャレンジ週間」「算数ステップアップ週間」等の取組を通して、基礎・基本の定着を図り、学力の向上に努める。
・天然芝の校庭という恵まれた環境を生かし、地域・保護者と協働して芝生の維持管理に取り組む。また、学校地域支援本部とも連携し、地域人材を積極的に活用することで、こどもの豊かな学びと成長を支える。

学校関係者記入欄
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4

・教材研究を深め、指導者が自身の
役割を明確化する。
・学習計画表などを作成し、単元計画
（単元デザイン）を可視化して児童に
示す。
・学習内容だけでなく、学び方につい
てもふり返りを行わせる。
→研推で今年度中にまとめを行い、
次年度の【新宿スタイル】として示す。

児童・保護者・教員のアンケート結果
から、授業改善の方向性が概ね共有
化され、一定の成果が見られることが
確認できた。今後は、学習の課程や
成果の見える化、保護者への発信の
工夫、教員間での実践の質の共有を
通して、主体的・対話的で深い学びの
一層の充実を図っていく。

・イングリッシュカフェの活動は充実し
ているが、参加児童が毎回固定化し
てきている。外国語にふれる機会を増
やすために、ランチタイム等の検討を
する。
・掲示物などの工夫を通して、学習環
境を整える。【外国語教育】

・生活科、社会科、総合的な学習の時
間（スマイル）、おおたの未来づくり
等、各学年の発達段階に応じた学習
を系統的に進めていく。５，６年生の
総合は、おおたの未来づくり以外にも
う一つの柱となる学習活動を計画す
る。なお、移動教室は総合で調べ学
習などをするのではなく、特別活動に
位置付けて現地での過ごし方などの
事前学習、準備、事後指導を行う。
・「何のために行うのか」「どのような
力が身に付くのか」ということを念頭に
置いた上で、こどもたちの自発的な活
動から、学習を進められるようにす
る。
【総合・おおたの未来づくり】

・集会や学級で季節に合わせたイベ
ントなどを行う。
・季節に合わせた給食のメニューや、
地域、国などの給食のメニューが出る
ときは、お昼の放送だけでなく、その
週の全校朝会で給食委員会の児童
が発表を行ったり、掲示物を作成した
りするなど、児童の活動を広げてい
く。
【特別活動】

地域や社会への関心を高める取組が
一定の成果をあげていることが、児
童・保護者・教員のアンケート結果か
ら確認できた。今後は、学びを自分事
としてとらえ、行動や実生活につなげ
る工夫や学年を通した系統性の整
理、保護者・地域への発信の充実を
図っていく。

4

・家庭学習や宿題についてのOJTを４
月中に開催する。
・１年生は基礎基本の定着の為、音
読、計算、漢字を繰り返し毎日取り組
む。２～６年生は、期間や期限を決め
てまとまった形で家庭学習や宿題を
出し、自己調整を促す。（内容はクラ
スによる）
【研究推進】

・休み時間の学年ごとの使用場所の
指定の撤廃。
・年間を通して体力テストの種目を実
施して、体力向上を目指す。（体育委
員会企画）
【保健生活】

・タブレットを活用して基礎的・基本的
な学習を推進していることを発信す
る。基礎基本に課題がある児童には
タブレットでの学習状況を面談で個別
に伝える。
・放課後補習教室→学年を指定せ
ず、内容を提示して行う。（四則計算、
筆算など…）
【研究推進】

・図書室のレイアウトを一部変更し、
過ごしやすい環境を作る。
・読み聞かせ活動をこども同士で行う
など、特別活動やふれあい班活動、
委員会活動の充実。
【特別活動】

授業の分かりやすさや教師の関わり
に対して、児童・保護者・教員の評価
が概ね一致しており、一定の成果が
確認できた。今後は、児童一人一人
の理解をより的確に見取り、指導の
工夫や教師の関わりの質を学校全体
で共有しながら、学びの定着と深まり
を図っていく。学びと生活の基礎とな
る取組が一定の成果を上げているこ
とが確認できた。一方で、家庭学習や
生活習慣に関するねらいや取組が十
分に共有されていない部分も見られ
た。今後は、家庭と連携しながら、目
的を意識した学習習慣や生活の振り
返りを充実させていく。

4

２：
60％
以上

１：
60％
未満

３：
70％
以上

　予測困難な未来社会を創造的に生きる力の育成について
は、学習発表会での各学年の発表の様子や、地域活動・ジュ
ニアリーダー講習会等における卒業生の姿からも、主体的に
考え、役割を引き受け、他者と協力しながら行動する力が着実
に育っていることがうかがえる。特に、学習の成果を自分の言
葉で説明したり、質問に対して落ち着いて答えたりする姿は、
日々の授業の中で培われた見通しをもった学びや、対話的な
学習の積み重ねによるものであり、高く評価できる。
　また、ごみ問題の学習のように、身近な課題を取り上げ、子
どもたち自身が地域や社会の未来を考えている点も、本目標
に合致している。
　一方で、災害等に関する御意見にあったように、「誰かがやっ
てくれる」ではなく、「自分たちに何ができるか」を考える力は、
これからますます重要になる。避難訓練や防災学習も、単なる
訓練にとどめず、その先にある生活再建や地域の支え合いま
で視野に入れた学びへと深めていくことが期待される。今後
も、地域とのつながりを生かしながら、子どもたちの主体性と実
践力をさらに育ててほしい。

　世界とつながる国際都市おおたを担う人材の育成について
は、地域学習と外国語学習の双方において、子どもたちの視
野を広げる取組が進められていることが感じられる。地域探検
や芝祭のように、自分たちの住むまちや地域の人と直接関わ
る学習は、地域への親しみや愛着を育てるだけでなく、社会と
のつながりを実感する機会にもなっている。
　また、学校公開で見られた「世界の挨拶言葉」などの学習
は、他国の文化や言語への関心を自然に高めるものであり、
国際理解の入り口として意義深い。英語教育については、正
確さだけでなく、相手の話を聞き取り、身振り手振りも含めて相
手とつながろうとする姿勢が大切であるという指摘もある。今後
は、英語を「正しく話すこと」に偏るのではなく、コミュニケーショ
ンの楽しさや必要感を味わわせながら、多様な文化や価値観
に触れる機会をさらに充実させていくことが望まれる。地域を
知り、地域に関わり、さらにその先にある世界へと目を向けて
いく学びの流れを、今後も大切にしてほしい。

　一人ひとりが個性と能力を発揮するための基礎となる力の育
成については、学力・体力・読書・生活習慣など、子どもたちの
土台づくりを支える取組が着実に行われていることがうかがえ
る。特に、休み時間の使い方の工夫や読み聞かせの新しい試
みなど、既存の形にとどまらず新しい方法に挑戦している点は
評価できる。
　また、学習発表会で見られた「子どもたち自身が考え、資料
を作り、自分の言葉で発表する姿」からは、基礎的な力が単な
る知識の定着ではなく、自立した表現につながっていることが
感じられる。さらに、運動や競技を通して、他者を尊重すること
や粘り強さを育てるという視点も重要であり、学力と体力を
別々に捉えるのではなく、人間形成全体の基盤として考えてい
く必要がある。
　一方で、教室でも校庭でものびのびと過ごしている様子が見
られるものの、すべての子どもにとってそうであるかは丁寧に
見取っていく必要がある。今後は、取組を継続し習慣化するこ
とで、子どもたちの行動としてより確かに定着させ、6年間を通
して人格形成の基礎を育んでいくことを期待したい。

Ａ

Ｂ

Ｃ

6

Ｃ

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「学習
の振り返りを
行い、自分の
良さや課題に
気付くことがで
きる」・「学校
の授業や家庭
学習で日常的
にタブレット端
末を活用して
いる」の質問
に、肯定的な
回答をした児
童の割合８０％

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「自分
たちの住んで
いる町はよい
町である」、保
護者「学校評
価アンケート」
にて、「学校
は、地域の特
色を生かした
教育活動を積
極的に行って
いる」質問に、
肯定的な回答
をした割合８
０％

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

Ｄ
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

2

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「授業
の内容がよく
分かる」、保護
者
「学校公開時
アンケート」に
て、「児童に
とって、授業の
内容がよく分
かるものであっ
たか」の質問
に、肯定的な
回答をした割
合９０％

２：
70％
以上

１：
70％
未満

3

Ｂ 5

Ａ

Ｃ

6

Ｄ

Ｃ

7

4

保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、日常の教
育活動などに
ついて、ホーム
ページや学校・
学年便り・保護
者会などを通
して、保護者や
地域に教育活
動の様子を伝
えている」の質
問に、肯定的
な回答をした
割合９０％

1

1

3

1

・学級の様子を月１回以上、tetoruや
学級だよりなどで保護者に伝える。
【学級担任】
・学校だよりやtetoruを配信する際、
巻頭分にHPのURLを貼付し、HPにア
クセスしやすくする。
【教務庶務・学校だより、学級担任】
・学校公開アンケートの回答内容を、
教職員内での回覧で終わらせず、回
収率や回答数、保護者からの意見に
対する学校からの返信などを載せて
保護者にフィードバックする。
【管理職、教務庶務・学校公開】

・朝の正門前でのあいさつや登下校
の見守り運動を教職員だけでなく、保
護者ボランティアなどでも実施する。
（PTA・スクールサポーターに相談）
　→学校運営協議会で横断幕を検討
中
・各種講演会（道徳、学校保健、安全
など）の保護者の参加率を上げるた
めに、PTAと連携を図る。
【管理職・PTA・スクサポ・学校運営協
議会】

学校・家庭・地域の信頼関係は一定
程度築かれていることが確認できた。
一方で、学校の取組や考え方が十分
に伝わっていない場面も見られた。今
後は、情報発信の質を高め、参加し
やすい連携の工夫を行いながら、学
校・家庭・地域が協働する学校づくり
を進めていく。

３：
80％
以上

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「困っ
ている人がい
たら、声を掛け
られる」、保護
者
「学校評価ア
ンケート」にて、
「学校は、異学
年交流や地域
の方々との交
流を図る活動
を通して、児童
の豊かな人間
性を育む活動
の充実を図っ
ている」の質問
に、肯定的な
回答をした割
合９０％

２：
60％
以上

2

④異学年交流や地域の方々との交流を積
極的に行い、児童の豊かな人間性を育む
活動の充実を図っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。

1

3

2

３：
70％
以上

1

2

３：
80％
以上

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4
２：
70％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

1

1

４：
90％
以上

Ａ 6

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学校
づくりや地域の特
色を生かした学
校づくりを進める
とともに、学校・家
庭・地域が連携・
協働して、地域社
会全体でこどもた
ちを育成します。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④教員は、校内外で研修した内容を共有
するOJT研修等を実施し、授業に生かして
いる。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

校内研究等の
OJTの充実を通し
て、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の組
織的な運営力を
向上します。あわ
せて、教師がやり
がいをもって働く
ことができる魅力
的な環境づくりを
進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
90％
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

１：
70％
未満

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 7

④ホームページや学校・学年便り・保護者
会などを通して、保護者や地域に教育活動
の様子を伝えている。

③安全教育・防犯教育を充実させ、自分で
考えて行動できる児童の育成を図ってい
る。

Ｂ

2

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

Ｂ 5

Ｃ

　柔軟で創造的な学習空間と安全・安心な教育環境づくりにつ
いては、特に情報モラルやITリテラシーに関する学びを、より実
際の生活と結び付けていく必要性が感じられる。コメントにも
あったように、ITリテラシーを学ぶことは現代の子どもたちに
とって欠かせない基礎であり、単に機器を使えるようにすること
ではなく、トラブルや犯罪に巻き込まれないための判断力を育
てることが重要である。そのためには、抽象的な注意喚起だけ
でなく、近年実際に起きた小学生に関わる事例などを取り上
げ、自分事として考えられるような学習が効果的であると考え
る。
　また、「自分に照らし合わせて深く考えること」が興味や成長
につながるという視点は、情報モラル教育に限らず、防災・安
全教育全般にも通じる。今後は、子どもたちが受け身でルール
を守るだけでなく、なぜそれが必要なのかを理解し、自分で考
えて行動を選べるような指導へとさらに深めていくことを期待し
たい。

　学校・家庭・地域の連携・協働による地域コミュニティとしての
学校づくりについては、多くのコメントから、学校の取組に対す
る信頼と期待の大きさが感じられた。新しい取組に次々と挑戦
する姿勢に対する評価に加え、町会会館訪問や芝祭、就学時
健診での専門学校との連携など、地域とつながる具体的な活
動が子どもたちの成長につながっていることが伝わってくる。実
際に、町会の方と関わった後に地域で挨拶を交わすようになっ
たという声は、学校での学びが地域での行動に結び付いた好
例であり、大変意義深い。
　また、地域としても学校や児童の提案を受けながら一緒に活
動したい、行政としても協力したいという前向きな声があり、学
校を核とした協働の基盤が着実に育っていることが分かる。一
方で、授業参観や地域行事への参加が一部に偏っているこ
と、学区外から登校する児童の安全確保など、今後さらに考え
ていくべき課題も示されている。
　今後は、学校だより等による丁寧な情報共有を続けながら、
保護者・地域・学校が無理なく関われる形を工夫し、より開か
れた学校づくりを進めていくことが期待される。

　学校力・教師力の向上については、教職員一人ひとりの専門
性や経験を高めるだけでなく、それを学校全体の力として生か
していく視点が大切である。いただいた御意見にもあるように、
個人の力量を高めるためには、多くの経験と振り返りが必要で
あり、成功だけでなく「やり残したこと」や課題も含めて共有して
いくことが重要である。
　近年、教育を取り巻く社会の変化は非常に大きく、国際情勢
や地域社会の変化を踏まえて、自分たちの教育実践を見直し
ていく姿勢が求められる。その意味で、研究発表会や校内外
の研修に参加し、学んだことを同僚と対話しながら積み上げて
いくことは、教師力向上の中核となる取組である。
　また、教職員そのものが子どもたちの大切な財産であり、教
師に過度な負担をかけないことも、結果として質の高い教育に
つながるという指摘は重い。
　授業の形が一昔前とは大きく変わり、子どもが考え、表現す
る学びへと移行している今だからこそ、教職員が学び続け、支
え合える組織づくりを一層進めてほしい。

OJTは全教員が担当する。年度当初
に年間計画を出し、見通しをもって取
り組めるようにする。
【研究推進】

業務の適正化を図るために、分掌内
調整や個人調整を計画的に行う。

授業の分かりやすさや教師の関わり
に対して、児童・保護者・教員の評価
が概ね一致しており、一定の成果が
確認できた。今後は、児童一人一人
の理解をより的確に見取り、指導の
工夫や教師の関わりの質を学校全体
で共有しながら、学びの定着と深まり
を図っていく。

4

　自分らしくいきいきと生きるための学びの支援については、子
どもたちの小さな変化に目を向け、教職員間で共有しながら支
えている姿勢が高く評価されている。校長先生をはじめ先生方
との会話を通して、日常的に子ども一人ひとりの様子を丁寧に
見ていることが伝わっている点は、本校の大きな強みである。
　また、連絡手段としてtetoruだけに頼らず、必要に応じて手紙
も活用するなど、家庭とのつながりを大切にしている点にも細
やかな配慮が感じられる。一方で、子どもの気持ちの揺れや背
景にある事情を学校だけで抱え込むのではなく、PTA、学校運
営協議会委員、民生委員など、地域の力も借りながら見守って
いく視点は今後ますます重要になるだろう。あわせて、かつて
の家庭訪問に代わるような、家庭との距離を近づける仕組み
の検討も一つの課題として受け止めたい。
　安心して相談できる環境づくりと、一人ひとりの状況に応じた
支援の充実を、学校だけでなく地域ぐるみで支えていくことが
望まれる。

教科においては、その時の児童の実
態、必要に応じて指導する。テトルの
みでなく、手紙などの配布、
YouTube、ティックトック、インスタグラ
ムなどＳＮＳの配信が検討できるとい
い。

いじめ調査、ＷＥＢ―ＱＵ、いじめ件数
の報告や、夕会、教員研修の取り組
みを発信していく。

校長先生にＳＲ，ＳＣの活用を保護者
全体会でアナウンスしてもらう。
実際に話してもらう。（日程調整）

安心して過ごせる学校づくりに関し
て、児童・保護者・教員の評価が概ね
一致しており、本校の強みとして確認
できた。今後は、児童の小さな変化を
丁寧に見取り、道徳や人権に関わる
学びを日常の行動につなげる指導
や、保護者との共有の充実を図って
いく。

4

Ｄ

Ｄ

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携

しながら進めている。

児童「学校ふ
り返りアンケー
ト」にて、「地震
や火事があっ
たら、どんな行
動をすればい
いか分かる」、
保護者「学校
評価アンケー
ト」にて、「学校
は、安全教育
や防災教育を
積極的に行っ
ている」の質問
に、肯定的な
回答をした割
合８０％

４：
80％
以上

１：
70％
未満

Ｂ

Ａ

Ｄ

C

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

4

避難訓練に関しては、予告なし（教職
員）を計画中。

学期に１回は、学年単位でＳＮＳルー
ル、タブレットルールを基に、一斉指
導をする機会を設ける。（その週に）
宿題で、情報モラル動画を親子で閲
覧する機会を設ける。保護者会で伝
える。

安全・防災・情報モラルに関する取組
が計画的に行われ、一定の成果が確
認できた。今後は、実生活を想定した
実践的な学びを充実させるとともに、
家庭との連携を図りながら、児童が自
分の命や情報を守る力をより確かな
ものにしていく。

4


